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概要説明 



•  地球環境問題を「人と自然の相互作用環」の視点から研究。	  

•  文理融合型の共同研究プロジェクトを時限付きで推進。	  

•  社会の多様なステークホルダーとの協働による超学際研究
を重点的に推進。	  

•  国際研究プログラム「Future	  Earth」のアジアセンター	  
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オープンサイエンスが包含する概念群	  
Open	  Science	  includes… 

3	  

Open	  Data Open	  Access 

Open	  Knowledge 
Data	  Journals 

Data	  Citations 



オープンサイエンスが進むと	  
Open	  science	  transforms	  transdisciplinary	  to	  citizen	  science. 

市民参加型科学（シチズンサイエンス）が
さかんになり、社会との協働による超学際
研究に相乗効果をもたらす。	  
•  問題に関心をもつ市民がプロボノ（専門技能ボラン
ティア）となって、職業研究者とは異なる立場/視点/
意識でデータを収集・分析することにより、職業研究
者の思いもよらない研究方法や解釈が生み出される。	  

•  職業研究者がシチズンサイエンスの成果を取り入れ、
社会との協働をより強く意識した課題設定や成果発信
を行うようになり、研究が新しい方向へ展開する。	  

•  このようなオープンサイエンス時代の超学際研究を	  
支援するしくみをととのえる必要がある。 4 



オープンサイエンス時代の到来を見すえて、	  
このコアプロジェクトでは 

•  研究者以外の利用者にも使いやすく、使って
もらえる地球環境研究情報の検索・提供サー
ビスを開発し、実用化する。	  

•  地球環境学オープンサイエンスの	  
超学際コミュニティを形成する。	  

•  地球環境学にオープンサイエンスを研究風土
として定着させる。	  

	  
•  This	  project	  facilitates	  open	  science	  in	  global	  environmental	  

studies	  by	  developing	  a	  data	  service	  for	  transdisciplinary	  research.	  
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予備研究 (FS)	  の期間にするべきこと 

• 社会との協働に基づく地球環境研究
を支援するために、いまどんなサー
ビスを創るとよいのか？ 
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見きわめ 



地球環境情報統融合プログラム 
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カレントアウェアネスポータル	  
by	  国立国会図書館関西館図書館協力課 
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お手本は	  
みんぱく	  
(国立民族学博物館) 

地球研の場合は：	  
フィールドサイエン
スデータの共同利用	  
	  
RIHN	  should	  focus	  on	  shared	  
use	  of	  field	  science	  data.	  
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専門スタッフ（データライブラリアン）による
データのレファレンスサービス new!	  

 



プログラム 
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オープンサイエンスの動向	  
•  村山：オープンサイエンスの最新動向と地球環境研究、Future	  Earth	  
•  北本：「巨人の肩」とデータサイテーション	  
地球研プロジェクトの現場から 
•  淺野：栄養循環プロジェクトにおける市民参加型科学の推進～滋賀県
水草堆肥事業を例に～	  

•  安富：地球研アーカイブスにおける地球環境学際研究データの収集と
利用 

•  羽生：小規模経済プロジェクトにおけるデータ共有・公開の課題と展
望	  

•  石川：エリアケイパビリティープロジェクトにおける社会・市民との
双方向連携に基づく研究や環境教育を実現するにあたっての課題	  

身近なお手本	  
•  丸川：国立民族学博物館における文化資源情報公開の取り組み：
フォーラム型情報ミュージアムについて	  

•  寺村：フィールド調査データの公開・共有に際しての課題と展望	  
全体討論（このコアプロジェクトが取り組む課題の明確化） 



シビックテックによるサービスの共創 
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Women	  Who	  Code	  Tokyo × 
10/3-‐4	  地球研に 


